
Ｅ 協働活性化モデル事業  計３団体
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 記念イベント  

                                                                                                                                    今マスコミも注目の「NPO法人国際落語振興会」ってどんな 

ものなの? 小春團治さんが演じる新作落語です 

 

 ランチタイムコンサートは 

ヘルマンハープ 演奏 
ドイツで生まれ、高槻から日本に広まっているかわいい 

ハープです。「音楽のバリアフリー」といわれる軽やかで 

美しい音色をお聞きください。 
 

  
 

                                                                                                                 

第２回  
知らなきゃあ、損!損!
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B  福  祉 

  計7団体 

A 子ども 

計8団体

C 環   境 

  計８団体 

D 文化・交流 

  計6団体 

ジャンル別のブースが登場 

  ＝  目   次  ＝ 

１面  第２回たかつきＮＰＯ協働フェスタ      ２面 シニア社会活動マッチング事業について

３面  登録団体の活動現場から「子どもと文化」   ４面 登録団体紹介 

   前回、参画団体は、個々にブースを出していま 

したが、バラバラで分かりにくかったので、今回 

ジャンルごとにブースを持つことになりました。 

市民のみなさんに、気軽にたくさんのＮＰＯ（市

民公益活動）団体と出会ってもらえたらと願ってい

ます。 

ジャンルは「Ａ:子ども」「Ｂ:福祉」「Ｃ:環境」「Ｄ:

文化・交流」の4つの他に、「Ｅ:協働活性化モデル

事業」の採択されたものの中から3事業、この秋か

ら始まった「Ｆ:つどいの広場」事業で、委託を受け

ることになった4つの事業所、そして「Ｇ:地域創造

ビジネスモデル事業」の２団体の紹介コーナーを設

けることになりました。 

たかつきNPO協働フェスタ 

ヘルマンハープ協会のロゴ ▲ 

     (ホームページより転載) 

人と人、 人と自然「NPO法人 たかつき」 市内奈佐原933  石神洋一 696-0131 

NPO法人たかつきは、阿武山の中腹に位置し、里山と市街地のちょうど境目に拠点を置いています。人と人、人と自

然をつなげ、地域の福祉向上と自然環境保全を目的に、以下のような事業に取り組んでいます。 

☆ 街かどデイハウス「晴耕雨読舎」 高槻市からの委   ☆子どもの自然体験活動  阿武山の自然や畑を活用 

託事業で行っている高齢者の介護予防のための日帰り    し、地域の子どもたちを対象に月2回自然体験活動 

施設。週4日、65歳以上の方で介護保               を実施しています。40名の子どもたちが毎 

険サービスを使っていない高齢者が利                月、阿武山を訪れます。 

用。畑や園芸、陶芸、木工、生花など               ☆里山保全活動  NPO法人日本森林ボラ 

さまざまな自然の中での活動を楽しん                ンティア協会、社会福祉法人大阪府衛生 

で一日を過ごしておられます。                   会との連携で、阿武山の荒れた里山を人 

☆園芸福祉活動  定期的に地域の病院                が親しめる環境にするために月2回活動 

や福祉施設に出向き、畑や園芸を中心とした活動の     を実施しています。現在法人創立５年半が 経過し、 

  プログラム提供を行っています。また、年一回人材     今後も地域や日本の役に立つ事業を実施していきたい

  育成のための初級園芸福祉士養成講座も開催。       と考えています。 

NPO法人GHC花と緑の救援隊 
高槻・茨木地区 岡野光伸671-6035 

   この法人は、ハローワークの職業訓練を経た経験豊かな 

会員により構成されています。花と緑に囲まれた環境のも 

とで、より心豊かで充実した日々を楽しんでいただくため 

に、求められる時に、求められる場所に赴き、迅速かつ安 

価で、誠実に志しでご要望にお応えすることを活動の第一 

としているグループです。 

☆街づくりの推進と環境の保全   公共の場所や 家庭の

庭、また高齢で一人暮らしをされている方や介護・福祉施設

などの花の手入れ、剪定、草刈りなど、花と緑の環境作りの

実旋。 

☆ 社会教育推進と、子ども 

たちの健全育成  保育園 

や幼稚園、小学校での花壇 

やビオトープ作りをお手伝 

いし、子どもたちの情操教育を応援しています。又、研修会、

見学会、講習会、植栽管理者養成などの事業もしています。 

☆保健、医療または福祉の増進  介護、福祉施設での園芸療

法カリキュラムづくりの準備支援を行っています。 

NPO法人 高槻ボラパソ 

高槻北郵便局 私書箱６号 高槻ボラパソ 
℡ 090-3659-1734 

 

  ボランティア活動を通して、市民のデジタルデバ

イド(情報格差)解消をめざしています。 

 富田ふれあい文化センターとの協働事業として 

「中高年対象ＩＴ講座」や各団体の「受託ＩＴ講座」、

 独自の「自主ＩＴ講座」を定期的に開催しています。

あわせて、「初級ＩＴ相談会（無料）」も毎月開催

しています。 

 広報「たかつき」に中高年対象ＩＴ講座、初級IT

相談会の案内が載ります。「自主ＩＴ講座」は高槻ボ

ラパソのホームページで詳しく案内しています。 

URL:http//park5.wakwak.com/^takatukiborapaso 

E-Mail:takatukiborapaso@ar.wakwak.com 

 

 
 

 
  

長かった夏も終わり、さわやかな秋になりました。秋は文化祭やフェスタなど催し物も多く、取り組みに忙

しくされていることと思います。「ニュースレター」は今号からカラー印刷することになりました。 

少しでも情報がよく伝わればと思います。インフォメーションを含め、ご意見などぜひお寄せください。 

登録団体 活動の広場 

編集後記 



                                           シリーズ：市民公益活動の現場から・第 4 回「子どもと芸術文化」 

                                                          子どもたちの感性を育むためには、よりよい文化環境が必要だとされています。文化は、今 

                                                        日いい音楽を聴いたから、楽しいお芝居を観たからといって、塾のように何点という結果がす  

ぐに目に見えるというものではありません。しかし、子どもたちの心の土壌として豊かに何ら 

かの形で、いつか芽吹くものだと思います。 

そんな未来への夢を託して、子どもたちに生の芸術(人形劇・お話よみがたり・ペープサート・ 

エプロンシアターなど)を提供している登録団体が６団体あります。それぞれの想いを持って子 

どもたちと向かい合い活動を続けるみなさんをご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「文化」 心の栄養は目に見えないものだけど・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高槻島本人形劇連絡会     

         (675-8681 ・河村) 

 高槻市と島本町で活動してい

る 7 つの劇団が集まり、人形劇連

絡会を作りました。9 年前から 4

月の第１土曜日に城内公民館と

共催で「アマチュア人形げきまつ

り」を開催しています。日常はそ

れぞれが、保育所・幼稚園・学校・

図書館などで公演しています。

ゲームやテレビにはない人形

劇の面白さに子どもたちが夢中

になっている姿は、私たちに元気

と勇気を与え、日ごろの苦労も吹

き飛び、続けていてよかったと思

う瞬間です。またこの連絡会から

「吹田アマチュア人形劇コンク

ール」での受賞劇団も出ていま

メルヘングルーポ 

       (681-6391・杉本) 

毎月第 4 土曜は天神山図書館 

で、それ以外にも保育所・幼稚

園・学校などで「素ばなし」を語

っています。子どもたちばかりで

なく、これからは地域のお年寄り

にも聞いてもらいたいと考えて

います。 

 

おはなしたんぽぽ 

            (672-3959・石丸) 

 公民館で計画される「おはなし

会」「子育て講座」、地域で催され

る子ども会や福祉活動などに参

加。お母さんたちにわらべうたの

楽しさを広め、子育て支援活動の

中でパネルシアター・エプロンシ

アターなどを披露しています。 

 

人形劇団グループまつぼっくり  

(674-6387・丸山) 

81 年若松小学校の PTA 活動の

中から誕生。現在城南中学校区人

権教育推進協議会の中でも活動

しています。人としてのたいせつ

な心のあり方や生き方を考えて

います。人形劇のほかに紙芝居・

ペープサートもしています。 

 NPO 法人 

三島子ども文化ステーション

(大手町 671-2211) 

32 年前の「高槻おやこ劇場」

誕生のころから「プロによるナ

マの舞台芸術に触れる」という

活動を大切にしてきました。子

どもたちが質の高い作品にた

くさん出会う機会を提供した

いと、現在も鑑賞事業をプロデ

ュースしたり、保育所や種々の

団体の鑑賞作品選択の相談に

のったりしています。 

 

空とぶアヒル 

      (682-6989・赤土)  

 11 年前高槻市の女性学級の

グループが出発点です。子ども

の文化を学び、実践してそれを

生かそうと、活動を始めまし

た。地域の小学校・幼稚園など

で、読みがたり・ペープサート

などの活動をしています。 

▲ 身を乗り出して見入る 

－3－ 
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▲ 人形劇連絡会加盟の団体は、上記「まつぼっくり」のほか 

劇団赤ずきん 685-1355  加藤 ころりん座 673-3751  藤内 

いちゃもんふぁみりい 675-8681  河村 プー横丁のおはなし広場 684-1183 粟津 

ザ・にわか座 681-6732  山口 おはなしの森(影絵) 687-7809  西野 

「シニア社会活動マッチング事業」も２年が

経過しました。この 2 年間をふりかえり、これ

からの事業の充実をはかるため、サービス提供

会員の交流会を、開催しました。 

 行政からは、高齢福祉課渡辺副主幹に参加し

ていただきました。 

サポートセンターからは現状報告をし、提供

者の要望や提案をいただき、今後の事業推進の

参考にすることにしました。 

 

 

行政から  最近の傾向として、生活支援サー

ビス依頼が増えていることについて、この事業

の短期支援は自立支援が前提であることを念

頭に支援してもらいたい。また８月には東京で

開催された都市政策研究交流会(全国から行政

職員 100 人が参加)で「高槻市におけるシニア

マッチング事業等の取り組みについて」報告し

たとの発言がありました。 

 

サポートセンターから  平成 16年度と 17年 

度の統計結果を報告しました。 

① サービス提供者の累計 105 人（151 件･複

数受付あり）、 

②依頼者は 153 人(222 件) 

③ マッチング件数は 145 件で成立率は 65％

④ マッチング内容はパソコン関連 35％、専

門技術 20％とこの２項目で半数を占めて

います。一方依頼内容ではパソコン指導

50％、専門技術 5％、庭木の手入れ・散髪

等の技能依頼が 20％です。 

 

出席提供登録者から  これからも気楽に集 

まって、依頼状況やマッチング状況など情報交

換の機会を持ち、積極的な事業参加をしたいと

の希望がありました。 

主な意見は次のとおりです。 

（1）ボランティア保険内容について 

＊保険のパンフレット記載事項説明。 

（2）サービス提供に対して依頼者の満足度を

     知りたい。   

＊報告書を改善し記入欄を設ける。 

（3）生活支援では依頼者の個人情報の関係で

状況確認がし難いことがある。 

＊提供内容を判断するためには聞く必 

要があることもある。 

（4）地震に対する防災対応と相談の項目を新

設したらどうか。など 

＊専門的な資格の必要と考えられるの 

で調査する。 

 

    次回交流会には、課題と要望・改善点 

などを討議し、住みよいまちづくりの 

実現を目指し、楽しく参加できる場に 

したいと思います。 

パソコン支援と生活支援が増加  ＝ シニア提供会員交流会＝9/４

まちづくり塾 今回は「緑のまちづくりの基礎知識」

11／18．19．26 と４回、実習もとりいれながら、広く園 

芸を通して緑のまちづくりについて学びます。団塊世代 

の方を中心に、何か社会活動を始めてみようかと思われ 

る市民の方々の参加をお待ちしています。 

・定 員  ２０名程度 

・締め切り  11／10 

・会 場  高槻市総合センター６階 C601 

・問合せ  コミュニティ推進課(674-7462)  

会計講座 

前年度に引き続き開催。演習問題

もあり、実践に役立ちます。個別の

対応にも応じます。ぜひご参加を。

・日程 10/30,11/13,27,12/11,18 

・会場  サポートセンター会議室 

・講師  「パルケ高槻」の方々 

・問合せ サポートセンター(674-3400)
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▼「京のかえる大坂のかえる」 



 


